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金属材料技術研究所

共同研究について

　1昨年，学会で催された「将来の

研究体制について」の座談会の記事1
はおおむね次のように要約できる。

日本の将来の産業の発展は，科学技

術の振興によらなげれぼならない。

国として最も兎要な閉題を亙点的に

決浸）て，官民合同で研究組織を設：

ないことだが実際問題となるとかなりむずかしい

ことがらである。われわれには研究協力という形

でやる習慣がついていないし，共同研究の主体を

どこにおくかという人と組織の問題もある。また

新しい製品とか方法の発見という直接商売に影響

する問題は，激しい国内競争の立場からも共同研

究はなかなかむずかしい。テーマにしても共通の

基礎的なものに重点をおくカ㍉またいかに選ぶか

という問題もある。要するに方法諭については具

体的な結論は出なかったようである。

　また最近の新聞は，日本経済の現状から技術革

新について次のように述べている・日本の技術革

新は外国技術の導入によって進められ，欧米との

技術の差はかなり縮まったが，鉄鋼，機械などあ

らゆる部門で残念ながら借りものの技術が中心と

なっている。たとえぼ35年度に外国に支払った技

術導人料は300億円，36年度は上半期で軽くこの

額を上回ってい㍍このなかにはこれを発展させ
て世界水準を抜くものもあるが，Lかし現在のよ

工業化研究部長 田　中　龍　男

　　　　　　うに，ほとんど借りものの技術に煩

　　　　　　りきりでは今後の国際競争に立ち遅

　　　　　　れることは1リ／らかである。過当競争

　　　　　　のため外国に支払う技術使用料をつ

　　　　　　り上げているが，これでは製品のコ

　　　　　　ストが高くつく。それに日本が輸人

　　　　　　制隈をしている問は，外国側も技術
　　　　　　を売るほかなかったが，貿易が白＝＝自

　　　　　　化されれぼむしろ製品を直接売りこ

　　　　　　む方を選ぶおそれもあり，日本にと

　　　　　　っては，これまでのような技術導人

　　　　　　一木ヤリはむずかしくなるかもしれ

ない・政府は来たる10月には9割の輸入自由化を

行なう予定だが，輸入の自由化が行なわれれぼ競
争力の弱い国産品は外国品に圧俘11されることにな

札貿易自1－H化と大幅関税引下げの世界的傾向に

直面して，今秋からいよいよきびしし．・国際競争に

乗出さねぼならないのである。

　質易自由化の荒波はすでに足もとまで押L寄せ

てきているのである。今後の国際競争に打ち勝つ

ためには日本独自の技術を生みすぐれた製品を出

すことである。このためには地味ではあるが独創

的な基礎研究に重点をおき，これを自らの手で研

究開発し，基礎研究と現場の製造技術との問をつ

なぐ応用または工業化研究を産学協力して強力に

推進して，自由化に対し共同で対抗してゆかねば
ならない。

　このような議論は多くの人によって今までいく
ども繰りかえし述べられてきたことにすぎない。

しかしこれは緊急を要する現実の問題となったの
である。



マンガ ンの挙動を追求
一Cr－Niステンレス鋼中のδフエライト相について一

　ユ8－8ステンレス鋼はオーステナイト組織を示す経済

的な鋼種であり，耐食，耐熱材料として数多く使用されて

いる。LかL更に強力なステソレス鋼を得るため，この

鋼種を基準として第3，第4元素を添加Lたり，Ni最
を他元素で置換える等の研究が進められ椥当実用化され

ている。その際，紅成の変化あるいはある種の添加元素

により均一なγ組繊ではなくδが出てγ十δの2相組織
となる場合がある。ごのδの生成はステソ1ノス鋼の物理

的，化学的性質に影響を与える。

　鉄鋼材料研究部特殊鋼研究室ではステソレス鋼中のδ

フェライトが諸性質に及ぼす影響を系統的に調べるた

め，18Cr－4Ni系にオーステナイト生成元素であるN，

Cu，Mn，Ni各元素を，18Cトユ2Ni系にフェライト生成

元素であるMo，A1，Ti，Nb各元素を単独に添加Lた試
料を作成，組織，機械的性質，耐蝕11辛1三および磁1‘1三に及ぽ

す成分と組織の影響を検討Lている。Mnの添加により

特異な現象が示されるので更に詳しく研究し，新しく徴

　　　　　　　　　　　　　　察された現象を中心
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図1　1ユOガC水冷試料中のδフェラ

　イト量とMn含有量との関係

18C卜4Ni－4Mn

に説明する竈

　図1は20Cr－8Ni
系，18Cr－4Ni系，17

Cr＿2Ni系にMnを添
加Lた際のMn含有
量とδフェライト最

との関係を示したも

ので，Mnは特異な
作用をする。すなわ

ち地が完全なオース

テナイト組織を示す

20Cr－8Ni系では7
エライト生成元素と

して作用L，地がマ
ルテソサイト組織を

示す17Cr－2Ni系で
はオーステナイト生

成元素として作用
し，　18Cr－4Ni系で

はMn量が増加する

1100．C一・水冷

750℃x1OOh一・水冷

　　　写真1

につれオーステナイトが安定になるので両老の混合した

f乍用をする。Mnのオーステナイト生成能は研究老によ
って非常に食い違っているが，その原因は上記したよう

に基準組成によってその作用が異なるためと思われる。

　このδフェライトの生成最，■1生質および時効による組

繊変化は添加元素によって非常に異なっているが，これ

はδフェライトの組成に関係が深い。従ってこの、点を調

べることはきわめて重要であるので，このような用途に

適していると考えられるX線ブローブ・マイクロアナラ
イザーを用いて各相の組成の定晴を行なった。

　　　　　　表ユ　各相の細成
合金細成1熱処理1ぺ・・！・i■M・

■

20Cr r 趾30■＝　6・84 5．94
8Ni 1mO℃水冷 ．■一一

6Mn δ　126・61 企20r 5．34
⊥ 118Cr

γ
ユ7．65 4．05 6116

4Ni
6Mn uOO℃水冷

δ 22．04 2．67 5．49

ユ7Cr γ 16．49 2．09 5．88
2Ni 1m0℃水冷6Mn ＾　　　I9．97 1．40 5．24

　注　データー未舖正

　表1に代表的な分析例を示すが，各合金元素の各相中
への分配について定11生白勺に観察すると，一般にオーステ

ナイト生成元素はδフェライト中よりオーステナイトあ

るいはマルテソサイト中に多く含有され，フェライト生

成元素は逆にオーステナイト中よりδフェライト中に多

く含有される。但L，Mnはフェライト生成元素として
f乍用する場合もオーステナイト中に多く含有されてる。

　またその分配比率はオーステナイト生成元素について

はNi，Cu，Mnの順に小さくオーステナイト生成能の強
いものほどオーステナイトまたはマルテソサイト中に多

く分配される。一方フェライト生成元素についてはオー

ステナイト生成元素について述べたと逆の事が成り立た

ない。その原因としてはフェライト生成元素がδフェラ

イトを生成する程度に添加された場合の挙動について二

つの場合があるためではないかと考えられる。すなわち

　　※（次頁下段※印へつづく）

18Cr＿4Nl－4Mn　　　　　1250．C→水冷

δフェライトよりり：目の生成

750℃x1OOh一・水冷



淵皇影葦…＝一＾・’ Xy1㎝010rang6による希土類元素の定量法の研究脇脇が聯

　鍛近’，鋤こ及ぽす希二L類元繁の効果が伽…1されるよう

になってきている。たとえぱ，希一二燃元繁の添カ＝’1による

溶鍬＝i・の流動性の向上，脱硫，鏑材の熱1＝鋤r圧性の改義

等いろいろな効巣が翔待されている。

　しかし希一二類元素を添力糺た銚1を作る携合，溶鋼1ヰ1に
稲1．二1二獲…ツξ素を含遡…向勺にしカ・も遼＝徽…に幸添加】づ一ることは訓三徽

に葵碓しく，その鍬11・■残存1箭土について，どの希土燦元素が

どれだけの一轟1入っているかを調べることが喫求されてい
る。

　一・・カ原子炉材料・にオ｛いては希一二繊尤繁のうち特に熱1＝1＝！

蛙i≡子■吸側概蘭稜の」大ぎい元素（Eu，Gd，Smなど）の定

’旨1＝がj災望されている。従来この方爾の研究としては，イ

オン交換樹脂分離淡，叉は鍛返では熱1寺11｛』子による放射

化分析等があるが，いずれも沓々難一1紅があるので，’災に

一・一・般■1］勺に，より簡．駈な繰作で感度よく定搬できるカ法と

して，金属化学研究部第3研究室ではキシレノール・オ
レソジをキレート試薬とする稀一二類父繁の吸光光度法に

ついて研究を行なった。希一二類元素と積色キレ｝ト化含

物を作る有機試薬は数が少なく，通常Ceに対してはメ
チレソブルー，叉，各磁希一．二類元素に対してはアルセナ

ヅ等が用いられている。キシレノ←ルオレソジは水溶液

中で安定な赤紫色のキレートを作り，その感度はアルセ
ナゾの約2倍である。従って微1養．l1の稀二1二類元索の定11費：に

使える。Pr，Eu，Gd，Tb，Dyについて検討し喬々に
関して最適の定11．預1条件を求めたが，希一二類元素は鍛外殻

の電予配蹴が全く岡じであるので，いずれの元素もほと

んど岡じ反応を示した。まず得られたキレートの吸収ス

ベクトルは図1に示す遜りで，Gdの場合その卿1又棚大

は578mμにあり，これは他の希土類元素についても岡
　〇一9’一

様である。又pHの影響については図2に示すように
p正［6一玉イ寸近で感度よくキレートを生成する。得られた

キレ｝トの錐色は発色後王0分までは徐々に吸光度が蛸す

が，その後次榊こ安定し25分以1蜂では一定となり2；ヨ後

でも変わらない。

O，4

o，3

」　O．2

｛

o．1

O　Od
ム　Tb

日0ソ
x　pr
■　Eu

　　　■OL＋伸　　　　　　　　、＿．＿
　　　　　2　　3　　卑　　5　　6　　7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝PH

　　　　　　　　関2　塁亀に及ぼすp貰の膨穫1畢

　童たpR6．10でその濃陛をいろいろ変化させて卿1又ス

ペクトルをとった場含に維吸収一1紅のあることが認められ

たので，このpHではただ一顧の組成をもったキレHト

の存花が予繊された。そこで連統変化淡によるキレHト
の剰1成」1ヒ決定を行なったところ，どの希一二類元素につい

ても〔希二＝1二二〕：〔xO〕＝工：1であることがわかった。

　これらの検蕎寸ののち，一定の方法に従い検11111線の作成

を仔ない，PH6．10にてo～60批g／25m王の範臓邊で災好な

検圭轟1線が得られた。それを図3に示す。これより兇かげ

の分子吸光係数を求め次の纏を得た。
　　　　　Pr　　　4．3xユO’・　　　　　　　正＝u　　　4．7xl04

　　　　　Gd　　4．3x1O』・　　　　　Tb　　4．8x10一；・
　　　　　1⊃y　　5．Ox1O’　　　　　　　　Sn1　　3．8x　l〇一・

劉1　籍一＝一XOキレートの吸収1珊1綴

0　　　　10　　　　20　　　茗0　　　40　　　彗0　　　60

　　　R趾喧朗舳h害1直m帥一，　　μO／25m1

　　　　閣3　検111±綴

　　　　　※（揃順…ド段※澤1コからつづく）

オ←ステナイトヘ固溶する能力がCrに圭七べて弱い場含

とその1劃溶がC川こ鰹允する場含で産・る。この後者の場

含には元繁添加によりオーステナイト1二1］のCr1轡溶二1没が

減りδフェライトの生成が行なわれる。Mnがフェライ
ト生成元索として作用する場合にはいくらか後著の鰯1嵩1

を示す。

　次に写翼1に示すよ5にMnは750℃での跨刻］によりδ

フェヲイトからσ棚の生成を促進するo本来オμステナ

イト生成元素で産）るMnがσ棚の生成を促進するこ一とは

矛厨しているようでま）るが，Mn｛．…！二はδフェライト中，

σ榊・1・で金く■変化なくただMnの多い試料の方がσ棚の

Cr淡度が低し・ことカ・らσ棚生成に闘しMnはCrに代
わり得る能力を有しているためと考えられる。

　このようにMnはCr－Nステソレス鍬・1コのδフェラ
イト生成に1裟1して非常に興疎麦）る拳動を添すので更にミ

クロ白勺徽察を逝じ総納勺に研究を推進するつもりでい
る。

一3一



H鋤狐とその周辺

原二戸炉構造材料研究室長

　　　　〕二i噂津谷和男

今圭1三の4月および5月の2ヵ月間，おもに真空冶

金と新金馴こ関係した研究所や工場を視察するた

め欧州を旅行しましたが，そのうちで澱も長く滞

在したHanauの、肌・川をつづって見設しょうo

見学の内容については別に轍告しておりますの
で，…1ヨ1’や工場での断片的な印象をとりまとめてみ

ることにしますo

　酎ankfurtのH我upt　Bahlユhofから東へ汽碓で

30分，Mainのll1辺に人1コ約4万の小藤業都市
Hanauがあります。この胴丁は検争1＝「1コの燦撃で半

分以上の人が死んだと言うことですが，現在も
欄当数の米軍が駐留しております。そのためか
Hanauでは郵便局や鰍，本展さんなどたいていの

所で英語が一遜じたのはもっけの奉でした。Ha肋u

は背から白金の町として貨金属製品の生産で有名

ですが，今ではDun1op，Degussa，Heraeusなど
の工場があって発膜を続けており，かなりの儀宅

難だとのことですO

　Hanauの逝りを歩いていて気がつくことは町
の人が儒拶をよく守ることです。人ζ1の少ない町
ですから1聯1の遮りも少ないのですカミ，何も遮らな

い町角でゆうゆうとf11滑の変わるのを待っている
人達には感心させられましたO11…竈じことはドライ

バーの方に屯詳えるようです。ReraeuSの人の班

にのせて獲って遊びにゆく時など，その遜転ぶり
を1眺めていると爽に慎通です。向均り角での確認な

ど東京でやっていたら，後から警欝で遣いたてら

れること必定なほど念入りです。街の口111では角ご

とに一1時停止する率もAutobahnで舌文軽く！30k㎜

位だして走り重す。遭のよいことは勿諭ですが，

字の一・字屯たい標識や夜になると灯のはいる標識

など，交一逝擦識の完備はうらやましい限りです。

ドイツの率と言うとVolkswagen　ということに
たり童すが，会杜で使う車にはOpe一が多いよう

ですo杖弄胃ともなればカブト虫型よりアメリカナ

イズされた碓の方がよいと言うわけでしょうかo

有名なドイツのミニカ←’群は閨力の回復とともに

大き’くなり，NSUや3MWも700㏄ぐらいまで
に育ってしまい童したo

　　　　（遼巻　鶏44号）

繍災兼発仔人　　沓　　村

印　　帰11　奥村印刷株式会社
　　　　　　　東來繍千代田区西榔困1の10

　　Heraeusに滞在した2週間のあいだ屋食は工
　場のKantineのわきにある客1三芋1の部醍でとりま

　したが，いつも問魑になるのは食前食間のお酒を

　何にするかです。Hanauの近くはブドゥ酒のよ
　い所だそうでいつもその自慢を闘かされました・

　Heraeusで電子ピーム炉を担当しているDr．
　Stephanの家は酒造りをやっているのだそうです
　が，電子ビームの部門の大将のDr・Dietrichも
　相塾酒好きのようで，何かと膏うとオフィスの戸

　棚からシェリーのびんを山して来て，こいつは宵

　によいからと勧めるのが常でした。今年の4月は
　気僕不」1瞬で大変寒く私も2日ほど風邪で休養した

　程ですが，その時Dr．Dietrichは風邪にはコニ
　ヤヅクが一番よい薬であるとわざわざ俸言をして

　よこしました。HeraeusのKantineは相当の広
　さですが工場が急激に膨脹しているため手狭に
　なったらしく，隣接地に新たに建物を建てており

　ましたoこれはHanauの東のWOlfg駐ngにある
　DeguSSaの場合も同様でどこも人員が急増してお
　ります。Herae鵬の隣一りにあるVacuu伽schme三ze

　では人箏のたりないためか南欧の人達の1」j稼ぎが

　かなり多いようでした。Vacuumsch加e／zeはご
　承知のように計測材料を主に作っている工場です

　が，溶解や圧延たど熱い作業が多いせいでしょう

　か，コカコラやコーヒーなど飲み物の1奪動阪売機

　を工場内においているのが1ヨ立ちましたo　He一

　「ae1ユSではタバコだげのように記憶しています。

　　Hanauはそこの住人に欝わせると二こ場街で何
　もない所だそうですが，清潔で激かな、i叙はドイツ

　の小郡市に共通した葵点のようですo町の北舳こ二

　は潟さのそろったいわゆるゲタぼぎアバート群が

　錐ち並び，禰一マのそれほどそダソではありませ
　んが，ドイツらしい醗実な美しさを」誇っておりま

　す・また隅丁の南にはMain言11了がゆっくり流れてお

　り，堤防のない州辺に柳のようた樹が枝を垂らし

　た風黛は，この上もなくのどかなものですが，上

　下する船の数はこの川が物蔵の輸送にかなりの役

　割を巣していることを物語ってい童す。・先日特殊

　一製鋼のアーク炉の調整に来たHeraeuSの技術老
　の請では，Main河は水が汚れていて水泳はでき
　ないと言うことですが，　こ二れもH独auが丁業都

　布のためかと．獣われますo欧洲を旅行するアメリ

　カ人がよく持って歩く本に「玉日1ドルのヨーロ
　ッパ旅行」と膏うのがありますo私屯これで大分

　予備知識を仕入れましたが，HOtel　MengeSでの
　2遡問は労せずしてこの本を地で行くようたこと
　になりました。私のHan舳を懐しむ気持も案外
　こんな所に原困があるのかも知れません。

行所　科学技術庁金属材料技術研究所
　　　　　　　　　東京都目黒区中昌黒2丁園300番地
　　　　　　　　　　　電誘　目黒（7ユ2）3工8王（代表）
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